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４月８日（火）に入学式が行われ、１２名の新入生を迎えま

した。今年度の大堀小学校は、児童９４名、職員２４名、合わせ

て１１８名でスタートしました。 

入学式では、「勉強するってどういうこと？」と問いかけ、「わ

からないということを大事にして、どんどん友だちと関わりな

がら学んでいってほしい」と伝えました。今年度も、いのちの大

切さを最優先に、「わくわくする学び」「人と関わる喜び」を経営

の重点として、職員一同、力を合わせて教育にあたっていきます。 

入学式に先立って前日に行われた始業式では、様々な個性をもった一人一人の子どもたちが、「幸せ」であ 

るためには何が必要なのかを考えてもらうために、以下のような話をしました。 

多様性を理解する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２１日（月）に、今年度初めての避難訓練（火災想定）を行い

ました。児童は落ち着いて、速やかに避難することができていました。 

今後は「不審者への対応」「地震の想定」「予告なしの実施」など、

様々な状況で訓練を行い、万が一の時も、自ら考えて、安全に行動で

きる子どもを育てていきたいと思います。ご家庭でも、様々な機会にこうした危機管理に関わることを話題にし

て頂ければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

今日は、桃太郎の話に出てくる、鬼の子どもの立場に立ってもらいたいと思いま

す。鬼の子どもは、「僕のおとうさんは、桃太郎というやつに殺されました」とい

って涙をこぼしています。そのことについてどう思いますか？ 

このポスターを作った人は、「ある人にとって幸せと感じることが、別の人から

見ればそう思えないことがあるかもしれない。反対の立場、別の時代、別の国など、 

 

【デザイン・イラスト小畑茜（博報堂）】  どの立場でその出来事を見つめるかによって、幸せは変わるかもしれない。そん

な見方や考え方の理解をしてほしい」と考えて、ポスターにされたのかなと思います。 

ぜひ、みなさんには、別の立場で見ることができる力、多様性を理解する力を身につけてほしいと思います。    

人は、一人一人違います。違うから、いろんなことが考えられて、面白いのです。多様性を認め合う学校。みんなが幸

せな学校。そんな学校に大堀小学校にしていきましょう。 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

         
 

 

 

                
          
 

 

 これまで大堀公民館内に設置されていた放課後児童クラブ

が、大堀小学校内に「大堀すこやかクラブ」として移転し、4月

14日（月）に開所式が行われました。 

児童数が減り、児童同士の関わりが少なくなってきている中

で、児童クラブでの活動は、多様な関わりを得ることができる

貴重な機会ととらえています。 

「すこやか」の名前が表すように、児童の健全な育成が図られ

ることを願っています。 

 

＜５月の主な予定＞ ※ 下校時刻については、下校時刻表等で確認してください。 
 ７日（水）児童会総会・内科検診   ８日（木）はなはな運動３・４年  １５日（木）眼科検診  

１６日（金）学校運営協議会・職員会議  ２４日（土）運動会  ２６日（月）振替休業（２４日分） 

２７日（火）内科検診  ３０日（金）３年校外学習 

教 頭  ○○○○ 

(○○○より) 

養護助教諭 ○○○○ 

(○○○より) 

事務総括  ○○○○ 

(○○○より) 

教 諭 ○○○○ 

(○○○より) 

地域コーディネーター・スクールサポートスタッフ 

○○○○ (○○○より) 

今年度は新たに、５名の職員を迎えました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
夢は看護師になること

でした。趣味はラーメン

屋めぐりです。 

夢は化石ハンターに

なることでした。温泉

めぐりが好きです。 

夢はスポーツトレーナー

になることでした。趣味は

マラソンです。 

夢は保育園の先生に

なることでした。餃子

といちごが好きです。

きで、子どもの頃は保

育園の先生になるの

が夢でした。  

 

 

夢はピアノの先生になるこ

とでした。趣味はフラワー 

アレンジメントです。 


